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社会とのコミュニケー
ションを大切にします

コスモ石油ルブリカンツ（株）
直売部 グループ長※

古田 一穂

私たちコスモ石油グループは、社会か

ら信頼される企業であるために皆様と

のコミュニケーションを大切にしていま

す。フェイス・トゥ・フェイスでお互いの笑

顔が確認できる、そんな実のあるコミュ

ニケーションであるよう、社員一人ひと

りが積極的に社会貢献活動に参加でき

る企業風土を醸成し、私たちの取り組

みをもっと社会に知っていただくため、

正確な情報発信にも努めています。

鈴木さんは、仕事をそつなくこなす一方、他人の気持ちを重んじるこ

とができる人ですので、「わくわく探検隊」は、相性のいい活動だと思い

ます。仕事以外での成長も期待していますので、こうしたボランティア活

動への参加は上司としても歓迎です。私としても、企業が社会に積極的

にかかわることを当然であると考えていますし、コスモ石油グループと

して、他社にはない独創的な社会貢献活動が多くある状況を意義深い

ことだと思っています。

コスモわくわく探検隊
交通遺児の小学生を対象とした自然体験プログラム。車社会の一翼
を担うコスモ石油の社会貢献活動として、1993年より毎年1回開催。

昨年、一昨年と2年連続で、交通遺児の小学生を対象とした自

然体験プログラム「コスモわくわく探検隊」に社内ボランティアと

して参加しました。

子どもたちは、初めてのキャンプにも臆することなく元気いっぱ

い、自然の中で思い切り遊んで好奇心が刺激され、大人には見

えないものを見ている、そんな様子でした。私たちボランティアは、

参加者全員が楽しめるよう班のリーダーとして引率して、子どもた

ちとコミュニケーションを深めました。

キャンプでは、子どもたちの健康や安全、心の状態などに気を

配らなくてはなりません。そのために私は、大人目線ではなく、常

に子どもたちと同じ目線でいることを心がけました。

自分としても有意義に過ごした「わくわく探検隊」ですが、コス

モ石油グループが社会の中で役割を果たし利益をあげなければ、

この活動を続けることはできません。私自身「あの子どもたちの

ためにも、足下の業務を確実にこなして少しでも会社に貢献した

い」と再認識する機会になりました。

「わくわく探検隊」を
息の長い活動にするた
めに、私もがんばります。
コスモ石油ルブリカンツ（株）
直売部
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度も高く、今年もアルピニストの野口健さんをゲストに迎え、参加

者185名が2日間で45Lのごみ袋558個分のごみを回収しました。

しています。

またグループ会社のコスモ松山石油（株）でも、愛媛県の推

進する県民参加の森林づくり活動に賛同する形で、2007年4月

より｢コスモの森｣活動に取

り組んできました。2011年

度も6月と10月の2回、コス

モ松山石油の社員とOBが

参加して里山の保全活動

に努めました。

一過性の取り組みで終わることなく末永く、社会の皆様と企業が
ともに歩めるような社会貢献活動を展開していきます。

コスモ石油は、JFN（全国FM放送協議会）加盟38社とコラボレー

ションし、2001年より、地球環境の保護と保全を呼びかけていく活

動「コスモ アースコンシャス アクト」を展開しています。この活動の

一環として、海・山・川・湖・公園などで自然を楽しみながら清掃を行

う「クリーン・キャンペーン」を全国展開しており、これまでの11年間

で述べ436ヵ所を清掃し、参加者は17万人を超えています。なかで

も、毎年夏に実施している「コスモ アースコンシャス アクト クリー

ン・キャンペーン in Mt.FUJI」は、シンボル的なイベントとして注目

コスモ石油は、全国の事業所周辺の里山を「コスモの森」とし

て自治体より借り受け、里山を整備・保全し、次世代に残す活動

に取り組んでいます。

堺製油所では2010年度より、堺市の友好都市である奈良県

東吉野村が行う「東吉野村美緑の森づくり事業実施要領」にも

とづく事業第1号として、「コスモの森」里山保全活動を展開して

おり、6月と10月には、コスモ石油社員とその家族が参加して、里

山の草刈りや間伐作業を行いました。千葉製油所ではコスモの

森を活用した環境教育を地元の小学生を対象に行う場を提供

コスモ石油エコカード基金では、かけがえのない地球環境

を次世代を生きる子どもたちに残すため、カード会員の皆様

からのご協力をもとに「ずっと地球で暮らそう」プロジェクトを

展開しています。約8万人の会員の皆様に支えられ、2011年度

で11年目に入りました。会員の皆様からお預かりした大切な寄

付金を環境問題の解決のために活用し、「環境修復と保全」「次

コスモ石油エコカード基金

里山を自然のままの姿で保存する「コスモの森」

コスモ アースコンシャス アクト クリーン・キャンペーン in Mt.FUJI

2011年度のプロジェクト

持続可能な社会の実現

国内外の環境修復と保全 次世代の育成

熱帯雨林保全 さとやま学校

秦嶺山脈森林・生態系回復 学校の環境教育支援

種まき塾

南太平洋諸国支援

シルクロード緑化 南太平洋諸国生態系保全

内モンゴル緑化 ビオトープ浮島水辺の生態系回復

北タイ山岳地帯共有林地図作成
ムササビとともに暮らす里山再生

どんぐりの森里山再生

地球環境問題

地球温暖化
問題への
取り組み

生物多様性
の保全

野口健 環境学校

森は海の恋人

New
New

New

New

コスモ・ザ・カード・オーパス「エコ」
コスモ・ザ・カード・ハウス「エコ」
会員の皆様からの寄付

入会後および次年度以降の入会月に
500円の寄付をお預かりします。

地球環境保全をサポートする「ずっと地球で暮らそう。」プロジェクトを運営

コスモ石油グループの寄付

コスモ石油エコカード基金の仕組み

世代育成」をテーマとした環境保全活動を支援してまいります。

2011年度は、新たに「生物多様性」をテーマに募集・選考を実施

し4件のプロジェクトを追加しました。さらに東日本大震災の発

生を受けて、東北の地域再生に貢献するプロジェクトの支援も

決定しました。詳しい実施内容については「コスモ石油エコカー

ド基金活動報告書2012」で報告しています。

http://www.cosmo-oil.co.jp/kankyo/
コスモ石油 環境活動関連情報

「コスモの森」里山保全活動
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